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”古いものを、未来の価値へ”

　歩いていると、ふと気になる路地を見つけました。
少し奥まったところにある、小さなお店です。
「ちょっとはいってみようかな」と思い、思い切ってお邪魔すると、店主の方が素敵な方だったので、
話が弾んでしまいました。
以前から有馬温泉界隈で店舗を探していて、ようやく見つけたのが、この場所だったそうです。
「ここでお店をしたかったです」
そう話される店主さんの笑顔がすごく印象に残りました。

　先日、久しぶりに有馬温泉を訪れました。
夏の暑さも少し落ち着き、温泉街にはたくさんの人が歩いていました。
コロナ禍を経て、少しずつ人の流れが戻り、駅周辺も整備され、有馬
川沿いも綺麗に生まれ変わっていました。

 有馬温泉の裏路地で出会った、小さなまちづくり
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　製造されているスイーツも手作りに拘っていて、包装のデザインや見せ方まで、とても丁寧に考え
られていました。
お店そのものも、以前の建物をリノベーションして、今のスタイルに合わせて生まれ変わっていて、
新しく建てたピカピカのお店ではないけれど、古い建物が持っている雰囲気を残しながら、そこに新
しい感性が加わることで、とても居心地のいい空間になっていました。
　路地を少し入った場所だからこそ感じられる静けさ。
　温泉街のにぎわいから少し離れて、フッと肩の力が抜けるような空気。
　そして、有馬温泉を歩いていて感じたのは、新しいものと古いものが、上手く共存している楽しさ
です。
　歴史を感じる建物が残る一方で、新しいお店も生まれている。古くから続く商いがあり、その一方
新しい感性を持った人達がこの街に魅力を感じて店を開いている。その一つひとつが重なって、今の
有馬温泉の風景をつくっているように感じました。

あの川辺には、物語があった

　有馬川の親水広場は、阪神・淡路大震災の復興事業として整えられた場所だそうです。月日と共
に傷んできたため、神戸市と地元の方々、川を管理する兵庫県が手を取り合い、「有馬川かわまち
づくり計画」がつくられたそうです。
素敵だなと思ったのは、その進め方です。約1年の間に委員会を再々開催し、実際に広場を使う人達
とのワークショップ、車椅子やキッチンカーでも通れるようにスロープを緩やかにし、「桜は切ら
ないで」という声を受けて階段の位置を変え、蛍の幼虫が見つかれば、護岸を蛍が棲みやすい石積
みにしたのだとか。
桜もホタルも、暮らす人の気持ちも、ちゃんと置き去りにしない。そんな優しさが、あの心地よさ
の正体だったのかもしれません。 1つづく
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数字の向こうに見えるもの

　今あるものの価値を見つめ直し、時代に合わせて少しずつ手を加えながら、次の世代へ繋いでい
く。
そんな考え方が、これからのまちづくりには大切なのかもしれません。
そして、これは「住まい」にも同じことが言えるのではないでしょうか。
私達の身近にも、長い間暮らしてきた実家や、使われなくなった空き家があります。
「古いから壊す」という選択だけではなく、その家が持っている良さを見つけ、必要なところに手
を入れ、暮らしやすく、安心できる住まいへと再生する。
断熱や耐震などの性能を高めながら、今の暮らしにあった空間へ変えていく。
それは、建物を残すということだけではなく、その家が持っている時間や想い出を、次の暮らしへ
繋いでいることなのだと思います。
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～板阪不動産からのお知らせ～
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　有馬温泉の路地裏で出会った、あのお店。
古い建物がリノベーションされ、そこに新しい店主さんの思いが加わり、一つの新しい価値が生ま
れていました。
「古いものだから価値がない」のではなく、どう活かすかによって、未来の価値に変わる。
新しいものを作るのも大切。でも、今あるものを見つめ直し、磨き直し、もう一度人の暮らしの中
に戻していくことも、これからの時代には大切な選択肢なのかもしれません。

　兵庫県の資料も参考にさせて頂きました。県の人口はピーク時
の約559万人から、2025年には532万人に。空き家は約38万戸
で、およそ7軒に1軒。淡路地域では4軒に1軒近くにもなるよう
です。少しさみしい数字ですが、嬉しい変化もありました。
2025年は県外へ出ていく人の超過が前年より5,000人以上減り、
特に20代・30代の動きが好転しているのだとか。
全国でも、29歳以下の二人以上世帯の持ち家率は、この20年で
およそ2倍になっています。若い世代が、暮らす場所を自分の目
で選び始めているのかもしれません。
国も今年7月に「地域未来戦略」をまとめ、歴史ある街並みを活
かしたリノベーションなどを後押ししていく方針を示しました。
有馬でみた景色は、その少し先を歩いているように思えます。

～古いものに、新しい灯りを～

住まい選びの際のハザードマップの確認や、省エネ性能を高めるリフォームのご相談、空き家や
相続に関するご相談まで、板阪不動産では引き続きワンストップで寄り添いながらサポートして
おります。どうぞお気軽にお声かけ下さいね。

※参考資料　令和8年度　第1回兵庫県地域創生戦略会議　資料1．参考資料より
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